
 

 

 

南畑地区公民館運営審議会会議録 

                                         

                                所管課 南 畑 公 民 館 

 

会  議  名 

 

平成２６年度 第２回南畑地区公民館運営審議会  

 

開 催 日 時    

 

平成２６年１０月２１日(火)    午後  ６ 時 ００ 分から 

 

                  午後 ７ 時 ３０ 分まで 

 

 

開 催 場 所    

 

 

 南畑公民館 ２階  工作室    

 

 

出 席 者

      

 

 審議会委員：秋元富美子、吉川英亨、中正美、高橋康子(敬称略) 

 

 事 務 局： 坂間館長、中田 

 

 

会 議 次 第      

 

 

 別添のとおり 

 

 

 

会 議 資 料      

 

 

 

 別添のとおり 

 



 

 

開 会       

(7:00)  １ あいさつ(概要) 

      坂間館長  

        地区体育祭も無事に終え、これから青空市場などさまざま事業が続きます。

委員の皆様にはご協力をお願いすることが多々ありますので、よろしくお

願い致します。 

      ※事務局より本日の傍聴者についてはいない旨の報告がある。 

※議事の進行は議長、説明は館長及び事務局から行われる。 

議 題 （１） 南畑公民館上半期主催事業について 

        既に全体公運審会議(９月１８日開催)の議題として８月末現在のものまで

は、委員さんに報告済。今回は１０月１４日までに実施された分を追加して説

明を行う(別紙上半期事業報告参照)。 

      (主な質疑内容） 

     Ｑ１ 連続講座はないのか 

     Ａ１ 高齢者学級やちびっこあおむしのように通年の事業はあるが、予算も削ら

れ、連続講座は開催できていない。その中でも、わくわく子ども体験教室のよ

うに年１回から２回へ開催数を増やしたものもある。また、青空市場の案山子

コンテストを盛り上げようと今年は、初の試みとして案山子作り教室を数回実

施した。 

 

(２) 全体公運審会議(９／１８開催)を受けて 

       全体会の席上、各公民館の課題について話し合いが行われたが、再度、南畑

公民館の課題について次のような話し合いが行われた。結論として予算や職員

配置も厳しいが今後も課題を見つけながら、事業の廃止を含めた見直しや０予

算でもできる活動を模索していく。事業の内容は同じようでも興味を引くよう

な事業名に替えるなど、今求められているものを突き詰めながら事業を展開し

て欲しいとの意見があった。 

      (主な質疑内容） 

Ｑ１ 公民館の一押しの事業は 

      Ｑ１ すべての事業がうりにはなっているが、特に南畑という地域性を活かした

事業として「青空市場」と地域住民で組織される「お月見一座」があげられる。 

      Ｑ２ 昨年の会議で話し合われた主な議題は 

      Ａ２ 昨年は公共施設予約システムの導入や時間貸しについての話し合いが行

われた。また、館としては耐震工事やエレベーター設置工事、１階事務室系空

調機の更新工事等が実施され、ハード面での充実がはかられた(空調機器につい

ては２７年度にも２階各部屋及び多目的ホールの更新工事を予定)。 

      Ｑ３ 職員が少なく、入れ替わりも早いようだが 

      Ａ３ 職員体制等の理由から新たな事業を増やしていくことは実際には困難。そ

のため、今実施している事業の充実を図っていったり、共催でやっているものの

うち公民館がかかわる部分を移行していったり等、工夫が必要と考える。   



 

 

Ｑ４ 例えば青空市場は今年で１２回目だが少しずつ公民館の役割を減らせない

のか。その分で新しい事業に取り組んではどうか 

Ａ４ 今後、実行委員会の場で新たな運営方法について提案していきたい。併せて

地域課題の解決に向けた取り組みを検討していきたい。 

 

(３)  平成２７年度南畑公民館予算の概要について 

     ・現在、予算作成中。施設維持管理事業の空調機器を除き、ほぼ例年並みの予算

を編成中。 

(主な質疑内容） 

     Ｑ１ 講師謝礼などは予算はいくらなのか 

Ａ１ 学級講座等開催事業として約５０万の予算。 

 

(４)  その他 

・入間公連の研究集会 ２月５or６日、会場は川越市の予定 

・１２月１０日 公運審全体会 

・１２月１３日 利用者懇談会 司会等の確認 

・１月１０日 新春交流会 

・次回の地区会議は来年の全体会、事業評価等を考慮して日程を調整する。  

    

 


